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１                              問題のページへ 
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1=n をあてはめると 11 =x となり, 1=n のときも成り立つ。 
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よって, 223 -=+ nn より, 5=n  

 

［解 説］ 
数列{ }nx , { }ny は, 漸化式で定義されていますが, どちらも基本的なものです。 
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２                              問題のページへ 

(1) 
2

0 pq＜＜ より, qq sin2sinOPOS ==  

また, q222 2sin3OSORSR -=-= より,  
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よって, 四角形 AQBRの面積 )(qS は, (1)より,  
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ここで, 
2

0 pq＜＜ なので, 01sin2 ＞-q と同値になる。 

よって, 
2

1sin ＞q から, 
24
pqp ＜＜ である。 

 

［解 説］ 

四角形の面積は, 2 本の対角線の長さとそのなす角を用いて表すことができます。

(1)と(2)は, この公式を誘導する設問です。 
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３                              問題のページへ 
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)cos2,sin2(P qqq -- における法線 ql は,  
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{ } )cos2()sin2(2
2
1)(

sin2

0
qqqqq

qq
---+= ò

-
dxyT  

 )cos2(sin
2
1)cos2)(cos2(

0
qq

q
-+--= ò dttt  

 qq
q

2sin
4
1sin)cos2(

0

2 -+-= ò dtt  

ここで, òò +-=-
qq

0

2

0

2 )coscos44()cos2( dtttdtt  

         ò ++-=
q

qq
0

)2cos1(
2
1sin44 dtt  

         qqq 2sin
4
1

2
9sin4 ++-=  

よって, )sin23(
2
32sin

4
1sin2sin

4
1

2
9sin4)( qqqqqqqq -=-+++-=T  

(4) 
)cos2(4

)sin23(sin3
)(
)(

2 qq
qqq

q
q

-

-
=

S
T ( )

q
q

q
q

q
sin23sin

)cos2(4
3 ×-×
-

= より,  

)(
)(

lim
0 q

q
q S

T
+® 4

3)23(1
14

3 =-××
×

=  

 

［解 説］ 

微積分の総合問題です。制限時間は 1 題 30 分なので, 余裕をもって計算を進める

ことができます。 
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４                              問題のページへ 
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ca 222 =+ ………①, ca 22 -=+ ………② 

cb =+- 2 ………③, cb 21 -=+- ………④ 
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ここで, ),(P nnn xx , ),(Q 11 ++ nnn yx に対して, nnQP と y 軸の交点を nR とお

くと, nR は線分 nnQP を 1:3: 1 =+nn xx に内分する点より, その y座標は,  
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さて , 点 nP は直線 xy = 上にあり , 点 nQ は直線

xy -= 上にある。ここで, 点 nQ を y 軸に関して対称

移動した点を nQ¢ とおくと, 点 nQ¢ は直線 xy = 上にあり,  
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よって, 点 nQ¢ は線分 nOP 上に存在する。 

ここで, 点 nP から y 軸に下ろした垂線を nnHP とお

くと, nnQOP△ を y 軸のまわりに 1 回転したときにできる回転体 S は, nnHOP△

を y 軸のまわりに 1 回転したときにできる円錐から, nnn HPR△ を y 軸のまわりに

1回転したときにできる円錐を取り除いたものとなる。 

以上より, この回転体 Sの体積 nV は,  
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［解 説］ 

(1)と(2)は, 対角行列を利用した n 乗計算という有名問題です。(3)ではその結果を

利用して, 回転体の体積を求めます。なお, nの偶奇によって, 回転体の位置が x軸の

上下と変わりますので, nV は絶対値をつけて立式しています。 

 


